
学校番号 １００６ 

令和５年度 （専）情報科 

 

教科 (専)情報 科目 
表現メディアの

編集と表現 
単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 301「情報の表現と管理」 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・文字・画像・映像・音声などの特性を学び、動画編集の方法と効果的な表現方法を学びましょう。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

１．文字・画像・映像・音声などの特色や活用法を学ぶ。 

２．コミュニケーションやプレゼンテーションの基礎的・基本的な知識と技術を習得する。 

３．情報を管理し活用する能力と態度を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の各分野に関す

る諸課題について関

心をもち，その改善･

向上を目指して主体

的に取り組もうとす

るとともに，実践的な

態度を身に付けてい

る。 

情報の各分野に関す

る諸課題の解決を目

指して思考を深め，基

礎的･基本的な知識と

技術を基に，情報産業

に携わる者として適

切に判断し，表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

情報の各分野に関す

る基礎的･基本的な

技術を身に付け，情

報の各分野に関する

諸活動を合理的に計

画し，その技術を適

切に活用している。 

情報の各分野に関す

る基礎的･基本的な

知識を身に付け，現

代社会における情報

及び情報産業の意義

や役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

１
節 

メ
デ
ィ
ア
の
種
類
と
特
性 

1 メディアと表現 

2 メディアと伝達 

○ ○ ○ ○ a:身の回りの「情報」という概

念に気付くことができたか。 

b:文字，画像，音，映像の特色

を踏まえて例をあげて分類で

きたか。情報伝達の方法と種類

を分類できたか。 

c:「情報」を意識し，使い分け

ができたか。 

d:メディアの種類，特性，発達

の過程を理解できたか。 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

 

１
学
期 

２
節 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎 

1 コミュニケーションの成立 

2 コミュニケ―ションの技法 

○ ○ ○ ○ a:送り手，受け手としての心構

えはできたか。 

b:状況に応じたコミュニケー

ション手段を選択できたか。 

c:基本的なコミュニケーショ

ン技法が身に付いたか。 

d:コミュニケーションの種類

と特性を理解できたか。コミュ

ニケーションの技法を理解で

きたか。 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

 

２
学
期 

第
２
節 
１
章 

画
像
に
よ
る
表
現 

1 画像表現の基礎 

2 画像の取り込みと編集 

3 画像の作成と編集 

○ ○ ○ ○ a:情報伝達に必要な画像を意

識して案を練ることができた

か。 

b:データの種類によって，ペイ

ント系・ドロー系ソフトを使い

分けられたか。 

c:ペイント系ソフトの使い方

に習熟したか。 

d:静止画像のディジタル化に

ついて理解できたか。ドローと

ペイントの違いを理解できた

か。 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

 



２
学
期 

２
章 

動
画
像
に
よ
る
表
現 

1 映像表現の基礎 

2 動画像の作成と編集 

○ ○ ○ ○ a:情報伝達や記録として残し

ておくことが必要な動画像を

意識して案を練ることができ

たか。 

b:適切な長さの動画像を作成

することができたか。 

c:動画像編集ソフトの使い方

に習熟したか。 

d:動画像のディジタル化につ

いて理解できたか。 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

 

３
学
期 

１
節 

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

1 ドキュメントの意義と重要性 

2 ドキュメントの構成と作成 

○ ○ ○ ○ a:さまざまなドキュメンテー

ションの違いを意識しながら

見ることができたか。 

b:用途に応じたドキュメント

を選択することができたか。 

c:形式にあったドキュメント

を作成することができたか。 

d:記録として残すドキュメン

トの形式について理解できた

か。 

発表 

自己評価 

相互評価 

実習作品 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


